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（ １ ） 調 査 す べ き 内 容  

補 修 対 策 を 実 施 す る に 当 た り 、 調 査 す べ き 事 項 と し

て 、 ま ず は 機 能 診 断 が 挙 げ ら れ る 。 こ こ で 言 う 機 能 診

断 と は 、 部 材 の 老 朽 化 度 や 施 設 の 健 全 度 を 評 価 し 、 老

朽 化 要 因 の 特 定 や 保 全 対 策 の 必 要 性 に つ い て 検 討 し 、

補 修 対 策 に 繋 げ る も の で あ る 。  

（ ２ ） 業 務 を 進 め る 手 順  

機 能 診 断 の 手 順 と し て は 、 先 ず 、 簡 易 調 査 （ 簡 易 項

目 ） 及 び 簡 易 調 査 （ 重 点 項 目 ） を 実 施 し 、 老 朽 化 度 の

評 価 を 行 う 。 そ の 上 で 施 設 の 安 全 性 に 及 ぼ す 影 響 度 を

踏 ま え て 、 施 設 の 健 全 度 の 評 価 を 行 う 。 そ の 後 、 老 朽

化 要 因 の 特 定 等 す る た め の 詳 細 調 査 を 必 要 に 応 じ て 実

施 し 、 補 修 対 策 の 内 容 を 決 定 す る 。  

（ ３ ） 留 意 す べ き 内 容  

ア  簡 易 調 査 （ 簡 易 項 目 ）  

簡 易 調 査 （ 簡 易 項 目 ） は 、 調 査 の 省 力 化 の た め の 初

期 段 階 の ス ク リ ー ニ ン グ の た め に 行 う も の で あ り 、 調

査 項 目 に 従 っ て 、「 移 動 」、「 沈 下 」、「 劣 化 」、「 損 傷 」と

い っ た 部 材 の 変 状 に 着 目 し た 老 朽 化 状 態 の 有 無 を 確 認

す る も の で あ る 。 そ の 結 果 、 老 朽 化 が 確 認 さ れ た 場 合

に は 、 次 の 段 階 の 簡 易 調 査 （ 重 点 項 目 ） に 進 む 。  

イ  簡 易 調 査 （ 重 点 項 目 ）  

簡 易 調 査 （ 重 点 項 目 ） は 、 老 朽 化 状 態 の 規 模 や 程 度

を 把 握 す る も の で あ る 。 ま た 、 こ の 結 果 は 、 健 全 度 の

評 価 、 老 朽 化 予 測 及 び Ｌ Ｃ Ｃ の 算 定 な ど に も 活 用 す る
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情 報 で あ る こ と か ら 、 で き る だ け 客 観 的 に 評 価 す る 必

要 が あ る 。  

ウ  老 朽 化 度 及 健 全 度 の 評 価  

健 全 度 評 価 は 、 施 設 の 安 全 性 に 及 ぼ す 影 響 度 を 踏 ま

え 、 施 設 の 総 合 的 な 老 朽 化 状 態 （ 施 設 の 機 能 低 下 の 程

度 ） を 推 定 し た も の で あ り 、 詳 細 調 査 の 実 施 の 要 否 や

保 全 対 策 の 必 要 性 を 検 討 す る も の で あ る 。  

な お 、 部 材 毎 に 設 定 し た 安 全 性 に 及 ぼ す 影 響 度 の 分

類 に 応 じ て 、 高 い 老 朽 化 度 の 占 有 率 か ら 健 全 度 を 判 定

す る こ と を 基 本 と す る 。  

ま た 、 部 材 に よ っ て は 老 朽 化 度 が 即 座 に 機 能 低 下 に

結 び つ く 訳 で は な い こ と か ら 、 老 朽 化 度 と 安 全 性 能 に

関 す る 影 響 度 の 相 関 性 を 考 慮 す る 。  

エ  補 修 に 当 た っ て 留 意 す べ き 事 項  

コ ン ク リ ー ト 部 ： 煙 害 に よ っ て 劣 化 し て い る 上 部 工

の 鉄 筋 腐 食 を 抑 制 す る 方 法 と し て 、 鉄 筋 自 体 を 被 覆 す

る 方 法 、 コ ン ク リ ー ト 表 面 を 被 覆 す る 方 法 、 あ る い は

電 気 防 蝕 法 な ど で 対 応 す る 。 ま た 、 劣 化 が 著 し く 鉄 筋

の 断 面 減 少 な ど に よ り 耐 火 力 の 低 下 が 判 断 さ れ た と き

に は 、 補 強 対 策 を 検 討 す る 。  

鋼 管 部 ： 補 修 に は 劣 化 速 度 を 低 減 さ せ る も の や 、 補

強 を 行 う も の 等 が あ り 、 施 設 の 使 わ れ 方 、 劣 化 ・ 損 傷

の 程 度 、 劣 化 要 因 、 鋼 材 の 腐 食 状 況 な ど を 考 慮 し 適 切

な も の を 採 用 す る 。  

― 以 上 ―  


